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〔　要　　約　〕
本稿は、幼児の内面を適切にとらえ、しっかり働きかけるためには、どのようにすればよいのか考察
しようとするものである。
幼稚園での事例から、幼児の観察を通して、自分の気持ちを調整しようとすることについて分析・考
察した結果、幼児の内面への働きかけについては、幼児自身の力を引き出そうとする働きかけや、幼児
同士のかかわりを大事にすることが、有効である可能性が認められた。
１．本稿の目的
幼児教育・保育のねらいとして、幼児の健全な成長
と発達を援助することがあげられるが、効果的に援助
を行うことは容易ではない。特に、幼児の内面につい
ては難しいと思われる。
その理由としては、内面をとらえることと、心を動
かす働きかけの難しさをあげることができる。幼児が、
どんな気持ちでいるのか、どんなことを考えているの
か、正確にとらえることは難題である。発達途上にあ
る言葉だけでは、十分な手がかりにはならない。表情
や仕草、行動等、幼児のすべてから読み取ろうとして
もなかなか大変である。また、どのように働きかけれ
ば、幼児の心に響くのか、絶対確実な方法があるわけ
でもない。
本稿では、幼児の内面を適切にとらえ、しっかり働
きかけるためにはどのようにすればよいのか、保育現
場での事例を基にして考察していく。
２．事例について
保育現場での事例として、平成26年度幼稚園教育課
程山形県研究協議会（村山地区）第１分科会（以下、
教育課程第１分科会と記す）において、取り上げられ
た幼稚園での事例を用いて分析していく。
幼稚園教育課程山形県研究協議会は、「幼稚園の教
育課程の編成及び実施に伴う指導上の諸問題について
の専門的な講義や研究協議を通して、幼稚園等にお
ける教育の改善及び充実を図る」（註１）、「幼児期の教
育内容等について協議し、県内幼児教育の充実を図
る」（註２）という目的で行われている。教育課程第１
分科会は、「きまりの必要性などに気付き、自分の気
持ちを調整する力が育つようにするための環境の構
成や教師のかかわりについて」（註３）という協議主題
の下、「①　小学校以降の生活や学習の基盤の育成に
つながる幼稚園教育という観点から、幼児が自分の気
持ちを調整しようとする姿をどのようにとらえると
よいか。」（註４）、「②　幼児期にふさわしい生活を通し
て、自分の気持ちを調整する力が育つようにするため
には、どのような環境の構成や教師のかかわりが必要 
か。」（註５）という２つの視点を通して実施された。
研究発表を行ったのは、本学の附属たかだま幼稚園
であり、先生方と一緒に筆者も研究に参加させていた
だいた。たかだま幼稚園の先生方は、普段の園生活の
中からいくつかの場面を事例として取り上げて分析・
検討を行った結果、視点①については、「遊びや活動
の中で、相手の思いや言葉をしっかり聞き、理解して
自ら考えている姿」（註６）、視点②については、園での
生活における様々なやりとりの中から「友だちと思い
を共有して楽しく活動できたこと、心の葛藤を乗り越
えてうまく過ごすことができた経験が、気持ちを調整
する力が育つことに結びつくのではないか」（註７）と
いうふうにまとめ、発表している。
本稿では、上記のまとめを活かしながら、事例を改
めて分析することにより、「幼児が自分の気持ちを調
整しようとする姿をどのようにとらえるか」と、「調
整する力が育つためにはどのようにかかわればよい
か」という２つの問題について考えていく。その考察
を通して、幼児の内面を適切にとらえ、しっかり働き
かけるためにはどのようにすればよいのか、手がかり
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を探っていきたい。
３．事例の分析
　自分の気持ちを調整しようとする姿については、前
提として、その前後において幼児の気持ちの変化がと
らえられるかどうかも確認していく。
　（1）事例①（註８）
トイレに行ったＲ子は、たくさんの幼児が並ん
でいてなかなかトイレに入れないため、「並ぶの
なんか、嫌だ！」と言い、苛立ち、涙目になって
しまった。その状態で教師に促され、幼児の後ろ
に並ぶが、この時、Ｒ子の心の中では、自分の気
持ちを調整しようとしていたのかもしれない。だ
が、自分の気持ちに折り合いをつけ、順番に並ぶ
必要性について納得したかどうかは、この記録か
らはわからない。気持ちの変化がはっきりとらえ
られるとは言えないのではないか。
教師が、Ｒ子の気持ちをなだめようとしながら、
順番に並び自分の番が来るのを待つ必要性を伝え
ようとしており、後ろに並ぶように促したりもし
ているが、Ｒ子が自分の気持ちを調整できたかど
うかはわからない。
　（2）事例②（註９）
この事例では、ままごとをしていたＨ子とその
様子を見つけたＲ子の自己主張が、正面からぶつ
かり合っている。「私が、エプロンを使いたかった
のに！！」と強く言うＲ子に対し、Ｈ子は「今、私
が使っているところなんだよ。」と一歩も引かない。
Ｒ子はＨ子の言葉を意に介さず、なおもＨ子に迫
るが、Ｈ子は拒否する。この段階で教師が仲立ち
に入っている。納得できないＲ子は泣いて訴える
が、Ｈ子は困った表情になるものの「今は貸せな
い…。」と断る。最後にＨ子が「使い終わったら、
貸してあげるから…。」と言ったのに対して、Ｒ子
は「うん…分かった。」と言っている。
ここでは、Ｈ子とＲ子それぞれが、自分の気持
ちを調整しようとしていると考えられる。Ｈ子
は、自分が先に使っていたエプロンを、後から強
引に自分も使いたかったと主張するＲ子のふるま
いに困惑しながらも、Ｒ子にエプロンを貸すこと
がなかなかできない。そんな気持ちが「困った表
情」から窺える。「困った表情」というところか
ら「使い終わったら、貸してあげるから…。」と
いう言葉までが、自分の気持ちを調整しようとし
ている姿ととらえられるだろう。この前後におい
て、貸せなかったのが「貸してあげるから…。」
と言うまでに変化している。
Ｒ子については、「うん…分かった。」という言
葉の中の「うん…」の部分が自分の気持ちを調整
しようとしている姿ととらえられるのではないだ
ろうか。「私が使いたかった」と繰り返し言ってい
たのが、「分かった」という言葉に変わっている。
Ｒ子もＨ子も、自分のことばかりでなかなか相
手のことを考えられなかったようだが、仲立ちに
入った教師の、気持ちを受け止めながらの対応や、
Ｒ子やＨ子、一緒に遊んでいた女児達に、どのよ
うにしたら良いか考えさせるようにしたことによ
り、Ｒ子やＨ子の自分の気持ちを調整しようとす
る変化を引き出したと考えられる。
事例①　年少組
幼児の姿 ☆教師のかかわり
〜みんなでトイレに行く〜
◯Ｒ子がトイレに行くと、
たくさんの子ども達が、
トイレに並んでいた。
◯Ｒ子：「もう！こんなに
いっぱいいるから、入れ
ない！！」と、すぐにトイ
レに入れないことに、怒
り出した。
◯Ｒ子：「並ぶのなんか、
嫌だ！」
◯苛立った様子で、涙目に
なりながら、教師に促さ
れ、子ども達の後ろに並
ぶ姿が見られた。
☆トイレでは、自分の順番
がくるまで、一列に並ぶ
ことを知らせた。
☆Ｒ子の気持ちを受け止め
ながら、並んでいると、
自分の順番がくることを
伝えた。
☆集団で生活する中で、順
番に並ぶ必要性を知らせ
ていった。
事例②　年少組
幼児の姿 ☆教師のかかわり
〜保育室内の
ままごとコーナー〜
◯女児４・５人が、ままご
とをして遊んでいた。お
母さん役の女児と、お姉
さん役の女児、２人がエ
プロンをつけ、料理を作
り、楽しんでいた。
◯違う遊びをしていたＲ子
が、その様子を見つけた。
◯Ｒ子：「私が、エプロン
使いたかったのに！！」と
強い口調で迫っていった。
　Ｈ子：「今、私が使って
いるところなんだよ。」
◯Ｒ子：「ダメ！私が使い
たかったの！！」無理や
り、エプロンを引っ張り
始めた。
　Ｈ子：「やめて！」
☆子ども達の遊びの様子に
目を配っていった。
☆Ｒ子とＨ子のやりとり
を、見守った。
☆仲立ちに入り、Ｒ子の気
持ちを聞いた。
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　（3）事例③（註10）
この事例の後半、砂場で川を掘って遊んでいる
中で、Ｙ男とＮ男の掘る場所のイメージが違い、
二人の主張がぶつかり合う。「そこは掘っちゃだ
め。」「こうでいいんだよ。」どちらも自分の思い
にこだわり、相手の思いを受け入れられないよう
である。そんな時に、二人のやりとりを聞いてい
たＫ男が、「じゃあ、ここにつなげよう。」と二人
の川をつないで流れるような新しい掘り方を提案
する。これは良いタイミングで出された妙案であ
ると思う。Ｙ男とＮ男の思いをどちらも活かす遊
び方を提案しているわけであり、二人をしっかり
受け止めて見事に仲介している。教師がＹ男とＮ
男の間に入り、それぞれの思いを受け止めながら
も、どうするといいか幼児自身に考えさせている
が、このかかわり方がＫ男の行為を引き出したの
であろう。
さらに、周りにいたＤ男がＫ男の提案に「いい
ね」と賛成している。このＤ男の一言も効果的で
あり、これをきっかけにＹ男やＮ男を始め、一緒
に遊んでいた幼児みんなが力を合わせて川作りを
再開したととらえられる。Ｄ男の発言がＫ男の提
案を強力に後押しし、険悪だった雰囲気がＫ男の
提案によって変わりかけた流れを、一気に進めた
と言えるだろう。Ｋ男とＤ男の言葉が、Ｙ男とＮ
男の気持ちの調整を強く押し進めてくれたと考え
られる。
Ｙ男とＮ男の自分の気持ちを調整しようとする
姿は明確ではないが、Ｋ男とＤ男の発言を聞いて
いる間の姿と考えていいのではないだろうか。こ
の前後で、自分の主張を曲げなかった二人が、ま
た一緒に遊び始めている。
　んと川ができてくると、
幼児：「水を流したい。」
という声が出てきた。
◯砂場で一番はりきって遊
んでいたＹ男が、
　Ｙ男：「ここをつなげれ
ばいいんじゃない。」と周
りで、それぞれ川を作っ
ていた友達に声をかけた。
　それを聞いたＤ男も、
　Ｄ男：「そうしよう。」
　と賛成してくれた。
　今まで、それぞれが掘り
進めていた川を、今度は
友達と一緒に掘り進める
姿が、見られるように
なっていった。
◯スコップやシャベルを使
い、友達と一緒に掘り進
めていた。それぞれが掘
り進める中で、Ｙ男とＮ
男の掘る場所のイメージ
が違うと、Ｙ男が強い口
調で言った。
　Ｙ男：「そこは掘っちゃ
だめ。」とＮ男に向かっ
て強く言った。それを聞
いたＮ男も負けじと
　Ｎ男：「こうでいいんだ
よ。」と言った。
◯どちらも自分の思いを通
そうとし、お互いの思い
を受け入れられずにい
た。Ｙ男は続けて、思い
を伝えた。
　 Ｙ 男：「そ こ を 掘 っ た
ら、水流れなくなるじゃ
ん。」と言った。
◯２人のやりとりを周りで
聞いていたＫ男が、
　Ｋ男：「じゃあ、ここに
つなげよう。」と２人の
川をつなげて流れるよう
に提案をした。
◯そして、Ｋ男は別の流れ
を作ろうと川を掘り始め
た。すると、周りにいた
Ｄ男も、
　Ｄ男：「いいね」とＫ男
の提案に賛成した。
◯Ｄ男の発言がきっかけと
なり、それにみんなが賛
成し、また川作りを進め
ていった。Ｙ男もまた友
達と一緒に作り始めた。
◯水を流すところが完成す
ると、水を汲んでくる
人、掘り進める人、それ
ぞれが、自然と役割を決
めて遊ぶ姿が見られるよ
うになってきた。
☆水を使えるように、タラ
イを準備した。しかし、
まだタライには水を張ら
ずにいた。
☆「水流れるかな。」「◯◯
君とつなげると、長い川
が流れるね。」などの声
かけをした。
☆教師は、その都度幼児達
の間に入り、それぞれの
思いを受け止めながら、
どうするといいか考えら
れるようにした。
☆教師は少し離れたところ
で見守ることにした。
☆教師がすぐに仲立ちに入
り、話しをまとめてしま
うことで、自分の思いを
相手に納得するまで伝え
る機会を減らしてしまう
と考えた。
☆タライに水を汲んだ。事例③　年中組
幼児の姿 ☆環境構成・教師のかかわり
〜砂遊び〜
◯４，５人で遊んでいるが、
それぞれが好きなように
掘り進めていた。だんだ
☆砂場道具を設定し、遊べ
るようにしていた。
◯Ｒ子：「使いたかったの
に…。」と泣いて訴え、
すぐに納得することはな
かった。
　Ｈ子は困った表情で、
「今は貸せない…。」
◯Ｒ子は泣きながら「嫌だ
…使いたかった。」
　Ｈ子：「使い終わったら、
貸してあげるから…。」
◯Ｒ子：「うん…分かった。」
☆気持ちを受け止めなが
ら、友達が使っている物
を、取ってはいけないこ
とを知らせた。
☆Ｒ子やＨ子、一緒に遊ん
でいた女児達に、どのよ
うにしたら良いか、考え
るようにした。
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　（4）事例④（註11）
男児３人がころがしドッジボールをして遊ん
でいたところ、Ｙ男が、ボールを当てられなく
て「つまんない。」と言ってきた。教師が、Ｙ男
の気持ちを受け止めながら、どうすると楽しく遊
べるか３人で話し合わせ考えさせた。そこでＹ男
が、「友だちを誘ってみんなで遊ぶといいのかな
…？」と自分の考えを言うと、Ｋ男とＪ男が「そ
れがいいね！」と賛成し、さっそく３人で友だち
を誘いに行く。
この事例では、Ｙ男が他の幼児と話し合いをす
ることが、同時に自分の気持ちの調整にもなって
いると考えられる。この話し合いの前後において、
「つまんない。」と言っていたＹ男がみんなと楽し
く遊んでいる。
教師が話し合いを勧めるかかわりをしている
成果ともとらえられるだろう。Ｙ男の気持ちの調
整を後押ししているのは、Ｋ男とＪ男の「それが
いいね！」という言葉である。この言葉によって、
ころがしドッジボールをやめるか、続けるか迷っ
ていたＹ男の気持ちは、スムーズに決着がついた
と考えられる。
　（5）事例⑤（註12）
この事例では、Ｊ男の言動について分析する。
ころがしドッジボールで遊んでいるＪ男は、なか
なかボールが回ってこなくて泣いているＭ子に気
がつかない。教師がＭ子の様子を幼児に伝えると、
それに反応したＹ男は、Ｍ子に「どうしたの？」
と問いかける。Ｍ子は「私にボール回ってこない
の」と言うが、それを聞いていたＫ男は、Ｊ男に
「ボール譲ってあげるといいよ！」と話す。とこ
ろが、Ｊ男はボールをすぐＭ子に貸すことはでき
なかった。
この時のＪ男は、まさに自分の気持ちを調整し
ようとしていた姿ととらえられるだろう。Ｍ子に
ボールを貸さなきゃ、でも、まだ自分が使ってい
たい。２つの気持ちの間で揺れていたと思われる
が、しばらくすると貸すことができた。Ｋ男に言
われたことが、Ｊ男の気持ちを調整するきっかけ
になったと考えられる。
事例④　年長組
幼児の姿 ☆環境構成・教師のかかわり
〜転がしドッジボール〜
◯年長男児３人で（Ｋ男・
Ｙ男・Ｊ男）で転がし
ドッジボールで遊んでい
た。
◯しばらくすると、ボール
を友達に当てることがで
きず、遊びが中断してい
た。
◯Ｙ男：「なかなかボール
が当てられない。」「つま
んない。」と思いを伝え
てきた。
◯Ｙ男：「友達を誘ってみ
んなで遊ぶといいのかな
…？」
◯それを聞いたＫ男とＪ
男：「それがいいね！」
と、３人で友達を誘いに
行く姿が見られた。
◯周りで遊んでいた友達を
誘って、人数が増え、み
んなで楽しんでいた。
☆遊びに必要なラインや
ボールを準備し、遊び出
しやすいように環境を整
える。
☆教師は、遊びが中断して
いたため、幼児の気持ち
を聞いた。
☆Ｙ男の気持ちを受け止め
ながら、どうすると楽し
く遊べるかみんなで話し
合い、考える時間を設け
た。
◯話し合って決まったこと
に共感しながら、遊びを
進めていく様子を見守っ
た。
事例⑤　年長組
幼児の姿 ☆環境構成・教師のかかわり
〜転がしドッジボール〜
◯転がしドッジボールで遊
んでいるが、外野になっ
たＭ子がなかなかボール
が回ってこなくて、泣い
ていた。
　 Ｍ 子：「私 に も ボ ー ル
ちょうだい。」「ボール貸
してよ。」と友達に伝え
ているがみんな遊ぶこと
に夢中になっていた。
◯同じ外野のＪ男は、自分
だけ何度もボールをもっ
て遊んでいた。
◯Ｋ男・Ｙ男が教師の問い
かけに耳を傾け、Ｍ子の
様子に気付いた。
◯Ｙ男：Ｍ子に「どうした
の？」と問いかけた。
◯Ｍ子：「私にボール回っ
てこないの。」と気持ち
を伝えていた。
◯Ｍ子の気持ちを聞いたＫ
男：Ｊ男に「ボール譲っ
てあげるといいよ！」と
話をした。
◯Ｊ男はすぐにはボールを
貸すことが出来なかっ
た。
☆教師は、Ｍ子とＪ男の様
子を見守った。
☆しばらくしても、なかな
かＭ子の様子に気付かな
かったため、遊んでいた
幼児にＭ子が困っている
ことを伝えた。
☆教師は、Ｊ男の姿を見
守った。
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（6）分析のまとめ
前節までの分析を、幼児が自分の気持ちを調整
しようとする姿と調整を引き出したかかわりにつ
いてまとめると、以下のようになる。
４．考察
前章の分析をもとにして考察する。幼児が自分の気
持ちを調整しようとする姿は事例によって様々である
が、共通点として、自分で時間をかけて考えている様
子が見てとれる。人から強制されるのではなく、自分
で考えて何とかしようとしていることが、大切ではな
いだろうか。
また、事例を見ると、相手の言葉に対して返答して
いるところ（事例②）、相手の発言を聞いているとこ
ろ（事例③）、幼児同士話し合っているところ（事例
④）、すぐにはボールを貸せないところ（事例⑤）、と
いうふうにどの場合も長さの違いはあるものの、時間
が経過している。調整して自分の気持ちを変えようと
するわけだから、すぐにはできないであろう。こうし
た方がいいとわかっていてもなかなかそれが実行でき
ない葛藤状態にあるので、時間がかかるのは当然であ
ると考えられる。時間の長さは幼児や状況によってそ
れぞれであるが、気持ちが変わるまでにかかるしばら
くの間の姿が、幼児が自分の気持ちを調整しようとす
る姿ととらえられるのではないだろうか。
自分の気持ちを調整する力が育つためのかかわりと
しては、まず、教師による幼児へのかかわりがあげら
れる。事例②、③、④における教師のかかわりは、幼
児の話を聞き、気持ちや思いを受け止めている点が共
通している。教師が幼児を受け止め、認めることに
よって、幼児は落ち着き、安心して活動できる。どん
な場面でも、まず受け止めるということは、幼児に
かかわる際の基本であろう。また、教師が一方的に教
え諭すのではなく、幼児自身が考えたり、話し合った
りするようなかかわり方をしている。前述したように、
気持ちの調整は、幼児自身が自分の力で気持ちを変化
させることであり、他人から変えられることではない
であろう。幼児が自分で調整できるようなやり方を示
唆し、見守ることが大切であると考えられる。
事例③、④、⑤では、幼児同士のかかわりも見られ
る。事例③では、互いに自己主張して譲らない二人の
幼児がうまく折り合えるような提案をしているし、事
例⑤では、ボールを譲ることを勧めている。さらに事
例③、④では、提案や考えに賛成する発言が、気持ち
を調整することへの強力な後押しになっている。
自分の気持ちを調整することに対する援助となるよ
うなかかわりは、年少組の幼児の事例からは見られな
かった。発達・成長の段階から考えて、年中・年長組
の幼児と比べれば、まだ自分のことで精一杯で、他の
幼児にかかわる余裕がない幼児が多いのかもしれない。
だが、年中・年長組の幼児にとっては、同年齢であり
普段の遊び仲間である幼児によるかかわりが、教師の
かかわり以上に影響が大きい場合もあると考えられる
のではないか。事例③のように、自分の遊び方を認め
てくれ、それを活かすような提案をしてくれたり、事
例④のように、自分の考えにいいねと賛成してくれた
り、友だちに認められたり、賛成されたりすることは、
教師に認められることとはまた違って、大人が思う以
上に喜びが大きいのかもしれない。事例①は、気持ち
の調整ができたかどうか、はっきりしないが、もし他
の幼児から何らかのかかわりがあれば、違った展開に
なっていた可能性もあるのではないだろうか。
自分の気持ちを調整しようとする姿 かかわり
事例①
（子ども達の後ろに並ん
でいる）
（教師が、並んで順番を
待つ必要性を諭してい
る。）
事例②
・Ｈ子　困った表情で
「今は貸せない…。」
と言うところから、
「使い終わったら、貸
してあげるから…。」
と言うところまで。
・Ｒ子　「うん…分かっ
た。」と言っていると
ころ。
・教師が仲立ちに入って
幼児の話を聞き、気持
ちを受け止める。諭
す。
・一緒に遊んでいる幼児
みんなに考えさせる。
事例③Ｙ男とＮ男が、Ｋ男とＤ
男の発言を聞いている。
・教師が幼児の思いを受
け止めながら、幼児自
身に考えさせる。
・Ｋ男の提案とそれに賛
成するＤ男の発言。
事例④
Ｙ男が、Ｋ男、Ｊ男と話
し合っている。
・教師が幼児の気持ちを
聞き思いを受け止めな
がら、幼児同士話し合
わせる。
・Ｋ男とＪ男の、Ｙ男の
考えに賛成する発言。
事例⑤Ｊ男は、Ｍ子にボールを
譲ってあげるといいと言
われても、すぐには貸す
ことができなかった。
・Ｋ男の、Ｍ子にボール
を譲ってあげるといい
とＪ男に言う言葉。
（註13）
◯しばらくすると、Ｊ男は
Ｍ子の思いを受け入れる
ことができ、ボールを貸
すことができた。
☆気持ちを主張する中で相
手の気持ちに気付き、受
け入れて自分達で解決で
きるようにかかわった。
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５．まとめ
「幼児が自分の気持ちを調整しようとする姿をどの
ようにとらえるか」については、前提として、その姿
の前後において幼児の気持ちの変化がとらえられるこ
とが必要であろう。そして、自分で考えていること、
時間の経過があることの２点が、調整しようとする姿
の中に認められなければならないと考える。
「自分の気持ちを調整する力が育つためにはどのよ
うにかかわればよいか」については、教師のかかわり
としては、まず幼児を受け止めること。そして、幼児
自身に考えさせること。この２点が大切だと考えられ
る。幼児同士のかかわりとしては、認めたり、賛成し
たりすることが重要であると考えられる。
幼児の葛藤をしっかり受け止め、認めながら、幼児
自身が自分で考え、気持ちを調整できるようにかか
わっていく。周囲の幼児にも、相手を認めながら一緒
に考えていくように働きかける。教師には、このよう
なかかわりが望まれるのではないだろうか。
では、幼児の内面を適切にとらえ、しっかり働きか
けるためにはどのようにすればよいのか。
まず、内面を適切にとらえるための方法について
は、ここまでの考察では明らかになったとは言えない
であろう。なぜなら、前述した、自分で考えているこ
と、時間の経過があることは、幼児が自分の気持ちを
調整しようとする姿をとらえるためには有効であると
思われるが、それ以外の内面もとらえられるかどうか
は、わからないからである。
内面への働きかけについては、保育者が自分ですべ
てを行おうとしないで、幼児自身の力を引き出そうと
する働きかけや、幼児同士のかかわりを大事にするこ
とが有効ではないだろうか。幼児の内面への働きかけ
について、保育者にとって大切なのは、きっかけを与
え、見守ることであるように思われる。
以上、本稿で述べたことについて、今後、さらに事
例を分析し、考察を深めていきたい。
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SUMMARY
Hirokazu  KASHIKURA:
The Consideration of Methods How to Control Children’s Emotion by Observing Children’s Activity
　　　The purpose of this study is to consider a method of grasping the mental of children properly, and influencing 
that steadily.
　　　Then, it was analyzed and examined from having control over themselves by observing children of some cases 
on practice in the preschool.
　　　As a result, it was shown that it is effective to bring out an ability in children and make a point of concerning 
among them.
(Uyo Gakuen College) 
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